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平成１６年５月１日現在

�住民基本台帳登録数　　　　 　前月比
　男　　 　８８，０６２人　　　　　４３６人増
　女　　 　８８，２０４人　　　　　６００人増
　計　　　１７６，２６６人　　　　１，０３６人増
世帯数　 ７７，１２８世帯　　　　８９９世帯増
�外国人登録数　　　　　　 　４，１６６人

人口と世帯数

第三次長期総合計画第三次長期総合計画
基 本 構 想 特 集 号基 本 構 想 特 集 号

　私たちは、住み、働き、学び、訪れる、この「こだいら」がとても好きです。
　この「こだいら」が、これからも、住む価値を持ち、働く価値を持ち、学
ぶ価値を持ち、訪れる価値を持ち続けるまちであるためには、「こだいら」
がいい表情（かお）を持ち、いい郷（さと）であり続け、そしていい明日
（あした）を予感させるまちであり続けることが必要です。
　「こだいら」に住み、働き、学び、そして訪れる人々も含め、多くの人々が、
共通のふるさととして愛着を持ってこの地にかかわり続けたいまち、いつま
でも平和であるまち、そのようなまち「こだいら」を創り上げるために、私
たちは、次の３つを、これから新世紀を歩むための基本構想の基本的な理念
とします。

―緑と住みやすさを大切に　さらに自立し活力あるまちの実現をめざします―

「いい表情（かお）を持つ」
　「いい表情（かお）を持つ」とは、だれもが心を
通わせあい、みんながあいさつをかわしなが
ら、自信に満ちた笑顔があふれることです。そ
して、訪れる人々が親しみを感じ、だれもがお
互いに支えあい、かかわりあいながら、これか
らも「こだいら」を、もっと知りたくなるよう
な「いい表情（かお）」を持ち続けることです。

「いい郷（さと）であり続ける」
　「いい郷（さと）であり続ける」とは、こだいらの
地が、住み、働き、学び、そして訪れる人々にも、
緑と自然につつまれ、安心して住むことができ、
そしてこれからも安全に暮らせるまちであること
です。そして、いつまでも私たちの「心のよりど
ころ」として、またいつの時代にも多摩のふるさ
ととして安らぐことができ続けることです。

「いい明日（あした）を予感させる」
　「いい明日（あした）を予感させる」
とは、住み、働き、学び、そして訪れる
人々も含めて、だれもが「こだいら」に
すばらしい未来を見ることができること
です。そして活気にあふれ、高い芸術や
文化のかおりが満ち、またいつまでも健
康に暮らせる、わくわくするようなすば
らしい未来をつくり続けることです。

○各駅を中心とした生活圏域の形成
　私たちは、今まで長い年月をかけて、
生活圏の中心である市内７つの駅及び近
隣の２つの駅の周辺を中心に、商業・業
務機能の強化、文化機能の整備、公共交
通機能の整備を進めてきました。
　今後も、これらを継続して利便性を向
上させ、だれもが快適に過ごすことがで
きるように、今まで以上にまちの魅力を
増すことをめざします。

○良好な住宅環境の維持
　良好な住宅環境を維持するためには、
ゆとりある敷地として適度な密度を確保
する必要があります。用途地域や建物の
高さの混在をできるだけ避けることなど
によって、快適な居住環境の確保をめざ
します。

○緑の保全と創造
　私たちに欠かすことのできない大切な
緑については、市民・行政がそれぞれの
立場で可能な限り維持していくととも
に、新たに緑を創造していくことに努め
ます。
　また、環境の維持、防災、景観の維持
などの視点から、玉川上水、野火止用水
をはじめ、歴史ある街道沿いの緑やまと
まりのある農地などのネットワークづく
りを進めます。

○幹線道路沿いの土地利用
　幹線道路沿いの土地利用については、
主要幹線道路や幹線道路の交通特性を基
本としながら、背後に隣接する住宅地の
環境保護にも配慮し、沿道サービス型の
土地利用、または商業・業務施設の立地
を誘導します。

　市では、昭和４５年から二次にわたり長期総合計画を策定し、まちの将来像を定め、総合
的・計画的なまちづくりを進めてきました。現在の長期総合計画が平成１７年度（２００５年度）
に終了するために、平成１８年度（２００６年度）からの市のあるべき姿、進むべき方向を定め
る第三次長期総合計画の策定を進めています。ここで新しい「まちの将来像」を示し、ま
ちづくりを計画的に進めるための「こだいら２１世紀構想－小平市第三次長期総合計画基本
構想－」が、市議会９月定例会で議決されましたのでお知らせします。

将来都市像（第２章　第１節）

構想の目標年次　平成３２年度（２０２０年度）

将来の想定人口　１９万２,０００人
（第２章　第２節・第３節）

基本的な理念（第１章）　 まちづくりの方向（将来の土地利用）（第２章　第４節）


